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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク側に適用される、通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法であっ
て、
　前記通信システムは、少なくとも２つの異なる、サブキャリア間隔である信号パラメー
タを含み、ネットワーク側は、前記少なくとも２つの異なる信号パラメータのうち、予め
設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で、上り基準信号を、ネットワーク側に
１回または複数回送信するように、端末をトリガするための第１トリガシグナリングを生
成し、前記端末へ前記第１トリガシグナリングを送信すること、を含むことを特徴とする
トリガ方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のトリガ方法において、
　ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上層シグナリン
グを端末に送信すること、及び／又は、
　ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基
準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第２上
層シグナリングを端末に送信すること、及び／又は、
前記第１トリガシグナリングには前記予め設定された信号パラメータが搬送されているこ
と、をさらに含む
　ことを特徴とするトリガ方法。
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【請求項３】
　請求項１に記載のトリガ方法において、
　前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは複数の信号パラメータであり、
　前記予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信
号パラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである
ことを特徴とするトリガ方法。
【請求項４】
　端末に適用される、通信システムにおける上り基準信号の送信方法であって、
　前記通信システムは、少なくとも２つの異なる、サブキャリア間隔である、信号パラメ
ータを含み、前記端末が、ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従っ
て、前記少なくとも２つの異なる信号パラメータのうち、予め設定され信号パラメータに
対応する周波数帯域で、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信すること
、を含むことを特徴とする送信方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の送信方法において、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上
層シグナリングを受信すること、及び／又は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数
帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬
送する第２上層シグナリングを受信すること、及び／又は、
　前記第１トリガシグナリングには前記予め設定された信号パラメータが搬送されている
ことをさらに含む
　ことを特徴とする送信方法。
【請求項６】
ネットワーク側に適用される、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含む通信システ
ムにおける上り基準信号のトリガ装置であって、
　前記少なくとも２つの異なる、サブキャリア間隔である信号パラメータのうち、予め設
定された信号パラメータに対応する周波数帯域で、上り基準信号をネットワーク側に、１
回または複数回送信するように端末をトリガするための第１トリガシグナリングを生成し
、前記端末へ前記第１トリガシグナリングを送信するシグナリング生成モジュールと、
　予め設定された周波数帯域位置において、上り基準信号をネットワーク側に複数回送信
するように、端末をトリガするための第２トリガシグナリングを生成し、前記端末へ、前
記第２トリガシグナリングを送信するシグナリング送信モジュールとを備えることを特徴
とするトリガ装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のトリガ装置において、
　前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上層シグナリングを端末に送信する
第１上層シグナリング送信モジュールをさらに備えること、及び／又は、
　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第
２上層シグナリングを端末に送信する第２上層シグナリング送信モジュールをさらに備え
ること、及び／又は、
　前記第１トリガシグナリングには前記予め設定された信号パラメータが搬送されている
ことをさらに備える
　ことを特徴とするトリガ装置。
【請求項８】
　端末側に適用される、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含む通信システムにお
ける上り基準信号の送信装置であって、
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　ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、前記少なくとも２つ
の異なる、サブキャリア間隔である信号パラメータのうち、予め設定された信号パラメー
タに対応する周波数帯域上で、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信す
るシグナリング受信モジュールと、
　ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って、予め設定された周波
数帯域位置において上り基準信号を、ネットワーク側に１回または複数回送信する信号送
信モジュールとを備える
　ことを特徴とする送信装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の送信装置において、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上
層シグナリングを受信する第１上層シグナリング受信モジュールをさらに備えること、及
び／又は、
　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周
波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則
を搬送する第２上層シグナリングを受信する第２上層シグナリング受信モジュールをさら
に備えること、及び／又は、
　前記第１トリガシグナリングには前記予め設定された信号パラメータが搬送されている
ことをさらに備える
　ことを特徴とする送信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、通信技術の分野に関し、特に、通信システムにおける上り基準信号のトリガ
方法、送信方法、装置、および記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムでは、サブキャリア間隔は
１５ｋＨｚであり、１つのサブフレーム（特別サブフレームを除く）には１４個のシンボ
ルが含まれている。上りサブフレーム内の最後のシンボルは、図１に示すように上り検出
基準信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｓｙｍｂｏｌ：ＳＲＳ）を送信するた
めに使用され、また特別サブフレームの上りパイロットタイムスロットＵｐＰＴＳ（Ｕｐ
ｌｉｎｋ Ｐｉｌｏｔ Ｔｉｍｅ Ｓｌｏｔ）における１つまたは複数のシンボルは、図２
に示すように、ＳＲＳを送信するために使用されることができる。基地局は、ＳＲＳを非
周期的に送信するように端末をトリガする。すなわち、端末は、上層配置パラメータに従
ってＳＲＳを送信する。
【０００３】
　しかし、将来の通信システムでは、同じシステム帯域幅の場合、サブキャリア間隔など
の複数の基本システムパラメータが存在する可能性がある。また、システム帯域内の異な
る周波数帯域の基本パラメータが異なるため、上りＳＲＳ送信メカニズムが異なり、ネッ
トワーク側でＳＲＳを送信するように端末をトリガする方法も異なる。この場合、相変わ
らずＬＴＥシステムの方法によってＳＲＳを非周期的にトリガすれば、不適切になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示の目的は、従来技術の上り基準信号の送信方法を複数の異なる信号パラメータを
含む信号の通信システムに適用することができないという問題を解決する、通信システム
における上り基準信号のトリガ方法、送信方法および装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するために、本開示の実施形態は、ネットワーク側に適用される、通
信システムにおける上り基準信号のトリガ方法を提供する。このトリガ方法は、
　ネットワーク側は、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように
端末をトリガするためのトリガシグナリングを生成することと、
　ネットワーク側は、前記トリガシグナリングを前記端末に送信することと、を含む。
【０００６】
　そのうち、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含み、前記
ネットワーク側は上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように端末
をトリガするためのトリガシグナリングを生成することは、
　ネットワーク側は、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信
号をネットワーク側に１回または複数回送信するように端末をトリガするための第１トリ
ガシグナリングを生成すること、または、
　ネットワーク側は、予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワー
ク側に１回または複数回送信するように端末をトリガするための第２トリガシグナリング
を生成することを含む。
【０００７】
　そのうち、前記第１トリガシグナリングにより前記予め設定された信号パラメータが搬
送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングにより前記予め設定された周波数帯域位置が搬送
されている。
【０００８】
　そのうち、ネットワーク側は上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信す
るように端末をトリガするためのトリガシグナリングを生成する前に、この方法は、
　ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータまたは予め設定された周波数帯
域位置を搬送する第１上層シグナリングを端末に送信することをさらに含む。
【０００９】
　そのうち、第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波
数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために
使用される場合、トリガ方法は、
　ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基
準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第２上
層シグナリングを端末に送信することをさらに含む。
【００１０】
　そのうち、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは複数の信号パラメータで
ある。
【００１１】
　前記予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信
号パラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである
。
【００１２】
　そのうち、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは複数の周波数帯域位置で
ある。
【００１３】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【００１４】
　そのうち、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
【００１５】
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　そのうち、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【００１６】
　本開示の実施形態は、端末側に適用される、通信システムにおける上り基準信号の送信
方法をさらに提供する。この送信方法は、
　端末が、ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信し、
　前記端末が、前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回
または複数回送信することを含む。
【００１７】
　そのうち、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含み、前記
端末が前記トリガシグナリングに従って上り基準信号をネットワーク側に１回または複数
回送信することは、
　前記端末が、ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、予め設
定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に１回ま
たは複数回送信するか、
　または、前記端末が、ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って
、予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回または複
数回送信することを含む。
【００１８】
　そのうち、前記第１トリガシグナリングにより前記予め設定された信号パラメータが搬
送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングにより前記予め設定された周波数帯域位置が搬送
されている。
【００１９】
　そのうち、端末がネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信する前に、
この方法は
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータあるいは予め設定
された周波数帯域位置を搬送する第１上層シグナリングを受信することをさらに含む。
【００２０】
　そのうち、第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波
数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために
使用される場合、前記トリガ方法は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数
帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬
送する第２上層シグナリングを受信することをさらに含む。
【００２１】
　そのうち、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは複数の信号パラメータで
ある。
【００２２】
　前記予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信
号パラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである
。
【００２３】
　そのうち、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは複数の周波数帯域位置で
ある。
【００２４】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【００２５】
　そのうち、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
【００２６】
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　そのうち、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【００２７】
　本開示の実施形態は、ネットワーク側に適用される、通信システムにおける上り基準信
号のトリガ装置をさらに提供する。このトリガ装置は、
　上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように端末をトリガするた
めのトリガシグナリングを生成するシグナリング生成モジュールと
　前記トリガシグナリングを前記端末に送信するシグナリング送信モジュールとを備える
。
【００２８】
　そのうち、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含み、前記
シグナリング生成モジュールは、
　予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側
に１回または複数回送信するように端末をトリガするための第１トリガシグナリングを生
成するための第１シグナリング生成サブモジュール、および／または、
　予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回または複
数回送信するように端末をトリガするための第２トリガシグナリングを生成するための第
２シグナリング生成サブモジュールとを備える。
【００２９】
　そのうち、前記第１トリガシグナリングにより前記予め設定された信号パラメータが搬
送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングにより前記予め設定された周波数帯域位置が搬送
されている。
【００３０】
　そのうち、前記トリガ装置は、
　前記予め設定された信号パラメータまたは予め設定された周波数帯域位置を搬送する第
１上層シグナリングを端末に送信する第１上層シグナリング送信モジュールをさらに備え
る。
【００３１】
　そのうち、前記トリガ装置は、
　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第
２上層シグナリングを端末に送信する第２上層シグナリング送信モジュールをさらに備え
る。
【００３２】
　そのうち、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは複数の信号パラメータで
ある。
【００３３】
　前記予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信
号パラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである
。
【００３４】
　そのうち、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは複数の周波数帯域位置で
ある。
【００３５】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【００３６】
　そのうち、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
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【００３７】
　そのうち、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【００３８】
　本開示の実施形態は、端末側に適用される、通信システムにおける上り基準信号の送信
装置をさらに提供する。この送信装置は、
　ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信するシグナリング受信モジュ
ールと、
　前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回
送信する信号送信モジュールとを備える。
【００３９】
　そのうち、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号パラメータを含み、前記
信号送信モジュールは、
　ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、予め設定された信号
パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送
信する第１信号送信サブモジュール、および／または、
　ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って、予め設定された周波
数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信する第２信号
送信サブモジュールとを備える。
　そのうち、前記第１トリガシグナリングにより前記予め設定された信号パラメータが搬
送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングにより前記予め設定された周波数帯域位置が搬送
されている。
【００４０】
　そのうち、前記送信装置は
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータあるいは予め設定
された周波数帯域位置を搬送する第１上層シグナリングを受信する第１上層シグナリング
受信モジュールをさらに備える。
【００４１】
　前記送信装置は
　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周
波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則
を搬送する第２上層シグナリングを受信する第２上層シグナリング受信モジュールをさら
に備える。
【００４２】
　そのうち、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは複数の信号パラメータで
ある。
【００４３】
　前記予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信
号パラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである
。
【００４４】
　そのうち、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは複数の周波数帯域位置で
ある。
【００４５】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【００４６】
　そのうち、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
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【００４７】
　そのうち、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【００４８】
　本開示の実施形態は、ネットワーク側に適用される、通信システムにおける上り基準信
号のトリガ装置をさらに提供する。このトリガ装置は、
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御下でデータを送受信するためのトランシーバとを備え、
　前記プロセッサは、
　上り基準信号を１回または複数回送信するように端末をトリガするためのトリガシグナ
リングを生成し、
　前記トリガシグナリングを前記端末に送信する。
【００４９】
　本開示の実施形態は、端末側に適用される、通信システムにおける上り基準信号の送信
装置をさらに提供する。この送信装置は、
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御下でデータを送受信するためのトランシーバとを備え、
　前記プロセッサは、
　ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信し、
　前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回
送信する。
【００５０】
　本開示の実施形態は、プロセッサによって実行可能なコンピュータ読み可能な命令を格
納するコンピュータ読み可能な不揮発性記憶媒体を提供する。前記コンピュータ読み可能
な命令がプロセッサによって実行される際に、前記プロセッサは次の操作を実行する。
【００５１】
　上り基準信号を１回または複数回送信するように端末をトリガするためのトリガシグナ
リングを生成し、
　前記トリガシグナリングを前記端末に送信する。
【００５２】
　本開示の実施形態は、プロセッサによって実行可能なコンピュータ読み可能な命令を格
納するコンピュータ読み可能な不揮発性記憶媒体を提供する。前記コンピュータ読み可能
な命令がプロセッサによって実行される際に、前記プロセッサは次の操作を実行する。
【００５３】
　ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信し、
　前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回
送信する。
【００５４】
　本開示の前記技術的方案は、少なくとも以下の有益な効果を奏する。
【００５５】
　本開示の実施形態の通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法、送信方法および
装置において、ネットワーク側は、通信システムの要求および／または端末の要求に従っ
てトリガシグナリングを生成し、トリガシグナリングを端末に送信し、端末はトリガシグ
ナリングを受信してから、トリガシグナリングの指示に応じて上り基準信号をネットワー
ク側に１回または複数回非周期的に送信するので、ネットワーク側は、上り基準信号に従
って上りチャネル品質測定および上りチャネル推定を行うことができる。本開示のトリガ
方法は、複数の基本パラメータを含む通信システムにおいて、上り基準信号を非周期的に
送信するように柔軟に端末をトリガすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】従来技術における上りサブフレームで上り検出信号を送信する模式図である。
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【図２】従来技術における特別サブフレームで上り検出信号を送信する模式図である。
【図３】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法の基本
ステップを示すフローチャートである。
【図４】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信方法の基本ス
テップを示すフローチャートである。
【図５】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法、およ
び通信システムにおける上り基準信号の送信方法を適用した通信システムを示す概略図で
ある。
【図６】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置の構造
模式図である。
【図７】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置および
通信システムにおける上り基準信号の送信装置の構造模式図である。
【図８】本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信装置の構造模
式図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　本発明の技術的問題、技術的方案、および利点は、添付の図面および特定の実施形態と
併せてより明確に説明される。
【００５８】
　図３に示すように、本開示の実施形態は、ネットワーク側に適用される、通信システム
における上り基準信号のトリガ方法を提供する。このトリガ方法は、
　ネットワーク側は、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように
端末をトリガするためのトリガシグナリングを生成するステップ３１と、
　ネットワーク側は、前記トリガシグナリングを前記端末に送信するステップ３２とを含
む。
【００５９】
　対応的に、本開示の実施形態は、端末側に適用される、通信システムにおける上り基準
信号の送信方法を提供し、前記通信システムは異なる信号パラメータを有する少なくとも
２つの信号を含み、この送信方法は
　端末が、ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信するステップ４１と
、
　前記端末が、前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回
または複数回送信するステップ４２とを含む。
【００６０】
　本開示の実施形態による前記通信システムに含まれる異なる信号パラメータが、図５に
示すように、通信システムにおける一部は、サブキャリア間隔がＮＨｚの信号で構成され
、他の一部は、サブキャリア間隔がＭＨｚの信号で構成され、複数のサブキャリア間隔に
基づいた信号は、通信システムのシステム帯域幅で多重化され、かつサブキャリア間隔が
異なるためシンボル長が異なる。
【００６１】
　具体的には、従来技術と同様に、端末は、上りリソースの１つまたは複数のシンボルを
用いて上り基準信号を送信する。具体的には、図５に示すように、本開示の実施形態に適
用される通信システムでは、上り基準信号が異なる周波数帯域位置で同じまたは異なるサ
ブキャリア間隔を有する、また、同じサブキャリア間隔を有する１つまたは複数の連続し
たサブキャリアがある（図５の通信システムでは、同じサブキャリア間隔を有する２つの
連続したサブキャリアがある）。
【００６２】
　具体的には、本開示の前記実施形態では、前記通信システムは少なくとも２種の異なる
信号パラメータを含み、この信号パラメータはサブキャリア間隔であり、前記上り基準信
号は上り検出基準信号である。
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【００６３】
　なお、本開示の前記実施形態では、ネットワーク側から送信されるトリガシグナリング
は、上り基準信号を１回送信するように端末をトリガしてもよく、または上り基準信号を
複数回送信するように端末をトリガしてもよい。本出願の方法をより明確に説明するため
に、上り基準信号を１回送信するように端末をトリガする場合、および上り基準信号を複
数回送信するように端末をトリガする場合に分けて、本出願の方法は別々に以下説明され
る。
【００６４】
　まず、第１の場合では、ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングは、上り基
準信号を１回送信するように端末をトリガするために使用される。なお、第１の場合に、
ネットワーク側のトリガ方法は２つのトリガモードに分けられる。
【００６５】
　第１のトリガモード
　本開示の実施形態によるトリガ方法では、ステップ３１は、
　ネットワーク側は、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信
号をネットワーク側に１回送信するように端末をトリガするための第１トリガシグナリン
グを生成するステップ３１１を含む。
【００６６】
　従って、本開示の実施形態による送信方法では、ステップ４２は、
　前記端末が、ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、予め設
定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回
送信するステップ４２１を含む。
【００６７】
　このトリガモードでは、予め設定された信号パラメータは１つの信号パラメータとなる
。
【００６８】
　予め設定された信号パラメータは、デフォルトの信号パラメータであってもよく、すな
わち、ネットワーク側および端末側ではともに、予め設定された信号パラメータがどの信
号パラメータであるかを事前に知っている。ネットワーク側から端末に通知する必要せず
、端末はどの信号パラメータで上り基準信号を送るべきかを知ることができる。
【００６９】
　あるいは、予め設定された信号パラメータは、事前にネットワーク側から上層シグナリ
ングによって通知すされたものであり、すなわち、本開示の実施形態によるトリガ方法は
、
　ネットワーク側から前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上層シグナリン
グを端末に送信するステップ３３をさらに含む。
【００７０】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上
層シグナリングを受信するステップ４３をさらに含む。
【００７１】
　このモードでは、トリガシグナリングの長さを短縮することができ、トリガシグナリン
グごとに上り基準信号を送信するための信号パラメータまたは周波数帯域位置を端末に通
知する必要がなく、リソースの浪費の回避および帯域幅の節約を実現するとともに、この
トリガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる信号パラメータを有する上り基準信号
を動的にトリガすることができなくなり、すなわち、上り基準信号は、ネットワーク側で
事前設定された信号パラメータに基づいて毎回送信される。
【００７２】
　あるいは、予め設定された信号パラメータは、ネットワーク側からトリガシグナリング
によって端末に通知されたものであり、すなわち、この予め設定された信号パラメータは
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、第１トリガシグナリングにより搬送されている。
【００７３】
　このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるたびに、
トリガシグナリングに信号パラメータが搬送される必要があり、端末は、トリガシグナリ
ングを受信した後に、トリガシグナリングに搬送される信号パラメータに基づいて上り基
準信号を送信する。
【００７４】
　なお、このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるた
びに、トリガシグナリングに信号パラメータが搬送される必要があり、異なるトリガシグ
ナリングには同じまたは異なる信号パラメータが搬送されることができるので、このトリ
ガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる信号パラメータを有する上り基準信号を動
的にトリガすることができ、たとえば、１つ前のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、１つ
の信号パラメータ（たとえばサブキャリア間隔）に基づく上り検出信号をトリガするが、
その後の１つまたは複数のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、他の信号パラメータに基づ
く上り検出信号をトリガする。このトリガモードは、ネットワークシステム側では、通信
システムのリアルタイム要求および／または端末のリアルタイム要求に従って、上り基準
信号を送信するための信号パラメータまたは周波数帯域位置をリアルタイムで調整するこ
とができるので、より高い柔軟性とリアルタイム性を有する。
【００７５】
　第２のトリガモード
　本開示の実施形態によるトリガ方法では、ステップ３１は、
　ネットワーク側は、予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワー
ク側に１回送信するように端末をトリガするための第２トリガシグナリングを生成するス
テップ３１２を含む。
【００７６】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法では、ステップ４２は、
　前記端末が、ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って、予め設
定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回に送信するステッ
プ４２２を含む。
【００７７】
　このトリガモードでは、予め設定された周波数帯域位置は１つの周波数帯域位置となる
。
【００７８】
　そのうち、予め設定された周波数帯域位置は、デフォルトの周波数帯域位置であっても
よく、すなわち、ネットワーク側および端末側ではともに、予め設定された周波数帯域位
置がどの周波数帯域位置であるかを事前に知っている。ネットワーク側から端末に通知す
る必要せず、端末はどの周波数帯域位置で上り基準信号を送るべきかを知ることができる
。
【００７９】
　あるいは、予め設定された周波数帯域位置は、事前にネットワーク側から上層シグナリ
ングによって通知すされたものであり、すなわち、本開示の実施形態によるトリガ方法は
、
　ネットワーク側から前記予め設定された周波数帯域位置を搬送する第１上層シグナリン
グを端末に送信するステップ３３をさらに含む。
【００８０】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された周波数帯域位置を搬送する第１上
層シグナリングを受信するステップ４３をさらに含む。
【００８１】
　このモードでは、トリガシグナリングの長さを短縮することができ、トリガシグナリン
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グごとに上り基準信号を送信するための周波数帯域位置を端末に通知する必要がなく、リ
ソースの浪費の回避および帯域幅の節約を実現するとともに、このトリガモードにおいて
、ネットワーク側は、異なる周波数帯域位置を有する上り基準信号を動的にトリガするこ
とができなくなり、すなわち、上り基準信号は、ネットワーク側で事前設定された周波数
帯域位置に基づいて毎回送信される。
【００８２】
　あるいは、予め設定された周波数帯域位置は、ネットワーク側からトリガシグナリング
によって端末に通知されたものであり、すなわち、この予め設定された周波数帯域位置は
、第２トリガシグナリングに搬送されている。
【００８３】
　このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるたびに、
トリガシグナリングに周波数帯域位置が搬送される必要があり、端末は、トリガシグナリ
ングを受信した後に、トリガシグナリングに搬送される周波数帯域位置に基づいて上り基
準信号を送信する。
【００８４】
　なお、このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるた
びに、トリガシグナリングに周波数帯域位置が搬送される必要があり、異なるトリガシグ
ナリングには同じまたは異なる周波数帯域位置が搬送されることができるので、このトリ
ガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる周波数帯域位置を有する上り基準信号を動
的にトリガすることができ、たとえば、１つ前のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、１つ
の周波数帯域位置（たとえばサブキャリア間隔）に基づく上り検出信号をトリガするが、
その後の１つまたは複数のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、他の周波数帯域位置に基づ
く上り検出信号をトリガする。このトリガモードは、ネットワークシステム側では、通信
システムのリアルタイム要求および／または端末のリアルタイム要求に従って、上り基準
信号を送信するための周波数帯域位置をリアルタイムで調整することができるので、より
高い柔軟性とリアルタイム性を有する。
【００８５】
　次に、第２の場合では、ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングは、上り基
準信号を複数回送信するように端末をトリガするために使用される。なお、第２の場合に
、ネットワーク側のトリガ方法は２つのトリガモードに分けられる。
【００８６】
　第３のトリガモード：
　本開示の実施形態によるトリガ方法では、ステップ３１は、
　ネットワーク側は、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信
号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするための第１トリガシグナリ
ングを生成するステップ３１３を含む。
【００８７】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法では、ステップ４２は、
　前記端末が、ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、予め設
定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回
送信するステップ４２３を含む。
【００８８】
　このトリガモードでは、予め設定された信号パラメータは１つまたは複数の信号パラメ
ータである。予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複
数の信号パラメータは、複数の同一または異なる信号パラメータである。 なお、同一の
信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号を複数回送信する場合、上り基準信
号は異なるサブ帯域で送信される必要がある。複数の上り基準信号は、同時にまたは異な
る時間で送信されてもよいが、ここで特に限定されない。
【００８９】
　そのうち、予め設定された信号パラメータは、デフォルトの信号パラメータであっても
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よく、すなわち、ネットワーク側および端末側ではともに、予め設定された信号パラメー
タがどの信号パラメータであるかを事前に知っている。ネットワーク側から端末に通知す
る必要せず、端末はどの信号パラメータで上り基準信号を送るべきかを知ることができる
。ネットワーク側から第１トリガシグナリングが端末に送信され、端末は、第１トリガシ
グナリングを受信した後、１つの信号パラメータに対応する周波数帯域の異なるサブ帯域
、または複数の信号パラメータのそれぞれに対応する複数の周波数帯域で上り基準信号を
複数回送信する。具体的には、上り基準信号を送信するための異なるサブ帯域について、
端末は、事前設定された信号パラメータに対応する周波数帯域においてサブ帯域をランダ
ムに検索してもよいし、どのサブ帯域で送信するかを事前に指定してもよいが、ここで特
に限定されない。
【００９０】
　あるいは、予め設定された信号パラメータは、事前にネットワーク側から上層シグナリ
ングによって通知すされたものであり、すなわち、本開示の実施形態によるトリガ方法は
、
　ネットワーク側から前記予め設定された信号パラメータを搬送する第１上層シグナリン
グを端末に送信するステップ３３をさらに含む。
【００９１】
　なお、第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯
域内で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使
用される。本開示の実施形態によるトリガ方法は、
　ネットワーク側から、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り
基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第２
上層シグナリングを端末に送信するステップ３４をさらに含む。
【００９２】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数
帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬
送する第２上層シグナリングを受信するステップ４４をさらに含む。
【００９３】
　なお、このトリガモードでは、端末から上り基準信号をネットワーク側に複数回送信す
るため、ネットワーク側から、上層シグナリングを使用して信号パラメータまたは周波数
帯域位置を通知した上で、上層シグナリングを使用して上り基準信号を複数回送信するた
めの周波数ホッピング規則を端末に通知する必要がある。例えば、端末が上り基準信号を
複数回送信する場合、同じ信号パラメータのみの周波数帯域で上り検出信号を複数回送信
することが許可され、あるいは端末が上り検出信号を複数回送信する場合、複数の信号パ
ラメータの周波数帯域で上り検出信号を複数回送信することが許可されるが、ここでは特
に限定されない。
【００９４】
　このモードでは、トリガシグナリングの長さを短縮することができ、トリガシグナリン
グごとに上り基準信号を送信するための信号パラメータまたは周波数帯域位置を端末に通
知する必要がなく、リソースの浪費の回避および帯域幅の節約を実現するとともに、この
トリガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる信号パラメータを有する上り基準信号
を動的にトリガすることができなくなり、すなわち、上り基準信号は、ネットワーク側で
事前設定された信号パラメータに基づいて毎回送信される。
【００９５】
　あるいは、予め設定された信号パラメータは、ネットワーク側からトリガシグナリング
によって端末に通知されたものであり、すなわち、この予め設定された信号パラメータは
、第１トリガシグナリングにより搬送されている。
【００９６】
　このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるたびに、
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トリガシグナリングに信号パラメータが搬送される必要があり、端末は、トリガシグナリ
ングを受信した後に、トリガシグナリングにより搬送される信号パラメータに基づいて上
り基準信号を送信する。
【００９７】
　なお、このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるた
びに、トリガシグナリングに信号パラメータが搬送される必要があり、異なるトリガシグ
ナリングには同じまたは異なる信号パラメータが搬送されることができるので、このトリ
ガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる信号パラメータを有する上り基準信号を動
的にトリガすることができ、たとえば、１つ前のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、１つ
の信号パラメータ（たとえばサブキャリア間隔）に基づく上り検出信号をトリガするが、
その後の１つまたは複数のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、他の信号パラメータに基づ
く上り検出信号をトリガする。このトリガモードは、ネットワークシステム側では、通信
システムのリアルタイム要求および／または端末のリアルタイム要求に従って、上り基準
信号を送信するための信号パラメータまたは周波数帯域位置をリアルタイムで調整するこ
とができるので、より高い柔軟性とリアルタイム性を有する。
【００９８】
　第４のトリガモード：
　本開示の実施形態によるトリガ方法では、ステップ３１は、
　ネットワーク側は、予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワー
ク側に複数回送信するように端末をトリガするための第２トリガシグナリングを生成する
ステップ３１４を含む。
【００９９】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法では、ステップ４２は、
　前記端末が、ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って、予め設
定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するステッ
プ４２４を含む。
【０１００】
　このトリガモードでは、予め設定された周波数帯域位置は複数の同一または異なる周波
数帯域位置である。また複数の上り基準信号は、同時にまたは異なる時間で送信されても
よいが、ここで特に限定されない。
【０１０１】
　そのうち、予め設定された周波数帯域位置は、デフォルトの周波数帯域位置であっても
よく、すなわち、ネットワーク側および端末側ではともに、予め設定された周波数帯域位
置がどの周波数帯域位置であるかを事前に知っている。ネットワーク側から端末に通知す
る必要せず、端末はどの周波数帯域位置で上り基準信号を送るべきかを知ることができる
。
【０１０２】
　あるいは、予め設定された周波数帯域位置は、事前にネットワーク側から上層シグナリ
ングによって通知すされたものであり、すなわち、本開示の実施形態によるトリガ方法は
、
　ネットワーク側から前記予め設定された周波数帯域位置を搬送する第１上層シグナリン
グを端末に送信するステップ３３をさらに含む。
【０１０３】
　対応的に、本開示の実施形態による送信方法は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された周波数帯域位置を搬送する第１上
層シグナリングを受信するステップ４３をさらに含む。
【０１０４】
　このモードでは、トリガシグナリングの長さを短縮することができ、トリガシグナリン
グごとに上り基準信号を送信するための周波数帯域位置を端末に通知する必要がなく、リ
ソースの浪費の回避および帯域幅の節約を実現するとともに、このモードにおいて、ネッ
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トワーク側は、異なる周波数帯域位置を有する上り基準信号を動的にトリガすることがで
きなくなり、すなわち、上り基準信号は、ネットワーク側で事前設定された周波数帯域位
置に基づいて毎回送信される。
【０１０５】
　あるいは、予め設定された周波数帯域位置は、ネットワーク側からトリガシグナリング
によって端末に通知されたものであり、すなわち、この予め設定された周波数帯域位置は
、第２トリガシグナリングにより搬送されている。
【０１０６】
　このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるたびに、
トリガシグナリングに周波数帯域位置が搬送される必要があり、端末は、トリガシグナリ
ングを受信した後に、トリガシグナリングに搬送される周波数帯域位置に基づいて上り基
準信号を送信する。
【０１０７】
　なお、このトリガモードでは、ネットワーク側からトリガシグナリングが送信されるた
びに、トリガシグナリングに周波数帯域位置が搬送される必要があり、異なるトリガシグ
ナリングには同じまたは異なる周波数帯域位置が搬送されることができるので、このトリ
ガモードにおいて、ネットワーク側は、異なる周波数帯域位置を有する上り基準信号を動
的にトリガすることができ、たとえば、１つ前のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、１つ
の周波数帯域位置（たとえばサブキャリア間隔）に基づく上り検出信号をトリガするが、
その後の１つまたは複数のＴＴＩ（またはサブフレーム）は、他の周波数帯域位置に基づ
く上り検出信号をトリガする。このトリガモードは、ネットワークシステム側では、通信
システムのリアルタイム要求および／または端末のリアルタイム要求に従って、上り基準
信号を送信するための周波数帯域位置をリアルタイムで調整することができるので、より
高い柔軟性とリアルタイム性を有する。
【０１０８】
　まとめに、本開示の前記実施形態による方法は、将来、システムが複数の基本パラメー
タを含む場合に、ネットワーク側は、上り検出信号を非周期的に送信するように柔軟に端
末をトリガすることができる。すなわち、ネットワーク側は、通信システムの要求および
／または端末の要求に従ってトリガシグナリングを生成して端末に送信し、端末は、トリ
ガシグナリングを受信した後、トリガシグナリングの指示に従って上り基準信号をネット
ワーク側に非周期的に１回または複数回送信する。これにより、ネットワーク側は、上り
基準信号に従って上りチャネル品質測定および上りチャネル推定を行うことができる。本
開示によるトリガ方法は、複数の基本パラメータを含む通信システムにおいて、上り基準
信号を非周期的に送信するように柔軟に端末をトリガすることができる。
【０１０９】
　前記目的を達成するために、図６に示すように、本開示の実施形態は、ネットワーク側
に適用される通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置を提供し、このトリガ装置
は、
　上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように端末をトリガするた
めのトリガシグナリングを生成するシグナリング生成モジュール６１と、
　前記トリガシグナリングを前記端末に送信するシグナリング送信モジュール６２とを備
える。
【０１１０】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号
パラメータを含み、前記シグナリング生成モジュールは、
　予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側
に１回または複数回送信するように端末をトリガするための第１トリガシグナリングを生
成するための第１シグナリング生成サブモジュールと、
　予め設定された周波数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回または複
数回送信するように端末をトリガするための第２トリガシグナリングを生成するための第
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２シグナリング生成サブモジュールとを備える。
【０１１１】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記第１トリガシグナリングには前記予め設定され
た信号パラメータが搬送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングには前記予め設定された周波数帯域位置が搬送さ
れている。
【０１１２】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記トリガ装置は、
　前記予め設定された信号パラメータまたは予め設定された周波数帯域位置を搬送する第
１上層シグナリングを端末に送信する第１上層シグナリング送信モジュールをさらに備え
る。
【０１１３】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記トリガ装置は、
　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側は、前記予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則を搬送する第
２上層シグナリングを端末に送信する第２上層シグナリング送信モジュールをさらに備え
る。
【０１１４】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは
複数の信号パラメータである。
【０１１５】
　予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信号パ
ラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである。
【０１１６】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは
複数の周波数帯域位置である。
【０１１７】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【０１１８】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
【０１１９】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【０１２０】
　なお、本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置は、前
記実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法を適用したトリガ装置
であるので、前記実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法のすべ
ての実施形態はこのトリガ装置に適用可能であり、且ついずれも同じまたは類似の利点を
達成できる。
【０１２１】
　前記目的を達成するために、図７に示すように、本開示の実施形態は、通信システムに
おける上り基準信号のトリガ装置を提供し、このトリガ装置は、プロセッサ１００、バス
インターフェースによって前記プロセッサ１００と接続されたメモリ１２０、およびバス
インターフェースによって前記プロセッサ１００と接続されたトランシーバ１１０を備え
る。前記メモリは、動作を実行するときにプロセッサによって使用されるプログラムおよ
びデータを格納する。トリガシグナリングはトランシーバ１１０を介して送信される。プ
ロセッサは、前記メモリに格納されたプログラムおよびデータを呼び出して実行するとき
に、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信するように端末をトリガする
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ためのトリガシグナリングを生成するシグナリング生成モジュールと、前記トリガシグナ
リングを前記端末に送信するシグナリング送信モジュールとして機能する。
【０１２２】
　図７では、バス構成は、任意の数の相互接続されたバスおよびブリッジを含み、具体的
には、プロセッサ１００を代表とする１つまたは複数のプロセッサおよびメモリ１２０を
代表とするメモリの様々な回路が接続される。バス構成は、本技術分野で周知のように、
周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路などの他の様々な回路を接続することもでき
る。したがって、本明細書ではこれ以上説明しない。バスインターフェースはインターフ
ェースを提供する。トランシーバ１１０は、送信媒体で他の様々なデバイスと通信するた
めの手段を提供する、送信機および受信機を含む複数の構成要素とすることができる。プ
ロセッサ１００は、バス構成および一般的な処理を管理し、メモリ１２０は、動作を実行
する際にプロセッサ１００によって使用されるデータを格納することができる。
【０１２３】
　プロセッサ１００は、バス構成および一般的な処理を管理し、メモリ９２０は、動作を
実行する際にプロセッサ１００によって使用されるデータを格納することができる。
【０１２４】
　なお、本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置は、前
記実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ装置に対応して実装された
装置であるので、前記実施形態による通信システムにおける上り基準信号のトリガ方法の
すべての実施形態はこのトリガ装置に適用可能であり、且ついずれも同じまたは類似の利
点を達成できる。
【０１２５】
　図８に示すように、本開示の実施形態は、通信システムにおける上り基準信号の送信装
置を提供し、前記通信システムは異なる信号パラメータを有する少なくとも２つの信号を
含み、この送信装置は、
　ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信するシグナリング受信モジュ
ール８１と、
　前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回
送信する信号送信モジュール８２とを備える。
【０１２６】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記通信システムは、少なくとも２つの異なる信号
パラメータを含み、前記信号送信モジュールは、
　ネットワーク側から送信された第１トリガシグナリングに従って、予め設定された信号
パラメータに対応する周波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送
信する第１信号送信サブモジュールと、
　ネットワーク側から送信された第２トリガシグナリングに従って、予め設定された周波
数帯域位置において上り基準信号をネットワーク側に１回または複数回送信する第２信号
送信サブモジュールとを備える。
【０１２７】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記第１トリガシグナリングには前記予め設定され
た信号パラメータが搬送されている、
　または、前記第２トリガシグナリングには前記予め設定された周波数帯域位置が搬送さ
れている。
【０１２８】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記送信装置は、
　ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータあるいは予め設定
された周波数帯域位置を搬送する第１上層シグナリングを受信する第１上層シグナリング
受信モジュールをさらに備える。
【０１２９】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記送信装置は
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　第１トリガシグナリングが、予め設定された信号パラメータに対応する周波数帯域で上
り基準信号をネットワーク側に複数回送信するように端末をトリガするために使用される
場合、ネットワーク側から送信された、前記予め設定された信号パラメータに対応する周
波数帯域で上り基準信号をネットワーク側に複数回送信するための周波数ホッピング規則
を搬送する第２上層シグナリングを受信する第２上層シグナリング受信モジュールをさら
に備える。
【０１３０】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記予め設定された信号パラメータは、１つまたは
複数の信号パラメータである。
【０１３１】
　予め設定された信号パラメータが複数の信号パラメータである場合、この複数の信号パ
ラメータは、複数の同一の信号パラメータまたは複数の異なる信号パラメータである。
【０１３２】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記予め設定された周波数帯域位置は、１つまたは
複数の周波数帯域位置である。
【０１３３】
　予め設定された周波数帯域位置が複数の周波数帯域位置である場合、この複数の周波数
帯域位置は複数の同一の周波数帯域位置または複数の異なる周波数帯域位置である。
【０１３４】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記信号パラメータはサブキャリア間隔である。
【０１３５】
　具体的に、本開示の実施形態では、前記上り基準信号は上り検出基準信号である。
【０１３６】
　まとめに、本開示の前記実施形態による装置は、将来、システムが複数の基本パラメー
タを含む場合に、ネットワーク側は、上り検出信号を非周期的に送信するように柔軟に端
末をトリガすることができる。すなわち、ネットワーク側は、通信システムの要求および
／または端末の要求に従ってトリガシグナリングを生成して端末に送信し、端末は、トリ
ガシグナリングを受信した後、トリガシグナリングの指示に従って上り基準信号をネット
ワーク側に非周期的に１回または複数回送信する。これにより、ネットワーク側は、上り
基準信号に従って上りチャネル品質測定および上りチャネル推定を行うことができる。本
実施形態による方法は、複数の基本パラメータを含む通信システムにおいて、上り基準信
号を非周期的に送信するように柔軟に端末をトリガすることができる。
【０１３７】
　なお、本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信装置は、前記
実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信方法を実装した装置であるので
、前記実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信方法のすべての実施形態
はこの送信装置に適用可能であり、且ついずれも同じまたは類似の利点を達成する。
【０１３８】
　前記目的を達成するために、図７に示すように、本開示の実施形態は、通信システムに
おける上り基準信号の送信装置を提供し、この送信装置は、プロセッサ１００、バスイン
ターフェースによって前記プロセッサ１００と接続されたメモリ１２０、およびバスイン
ターフェースによって前記プロセッサ１００と接続されたトランシーバ１１０を備える。
前記メモリは、動作を実行するときにプロセッサによって使用されるプログラムおよびデ
ータを格納する。トリガシグナリングはトランシーバ１１０を介して送信される。プロセ
ッサは、前記メモリに格納されたプログラムおよびデータを呼び出して実行するときに、
ネットワーク側から送信されたトリガシグナリングを受信するシグナリング受信モジュー
ルと、前記トリガシグナリングに従って、上り基準信号をネットワーク側に１回または複
数回送信する信号送信モジュールとして機能する。
【０１３９】
　図７では、バス構成は、任意の数の相互接続されたバスおよびブリッジを含み、具体的
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には、プロセッサ１００を代表とする１つまたは複数のプロセッサおよびメモリ１２０を
代表とするメモリの様々な回路が接続される。バス構成は、本技術分野で周知のように、
周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路などの他の様々な回路を接続することもでき
る。したがって、本明細書ではこれ以上説明しない。バスインターフェースはインターフ
ェースを提供する。トランシーバ１１０は、送信媒体で他の様々なデバイスと通信するた
めの手段を提供する、送信機および受信機を含む複数の構成要素とすることができる。プ
ロセッサ１００は、バス構成および一般的な処理を管理し、メモリ１２０は、動作を実行
する際にプロセッサ１００によって使用されるデータを格納することができる。
【０１４０】
　プロセッサ１００は、バス構成および一般的な処理を管理し、メモリ９２０は、動作を
実行する際にプロセッサ１００によって使用されるデータを格納することができる。
【０１４１】
　なお、本開示の実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信装置は、前記
実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信装置に対応して実装された装置
であるので、前記実施形態による通信システムにおける上り基準信号の送信方法のすべて
の実施形態はこの送信装置に適用可能であり、且ついずれも同じまたは類似の利点を達成
する。
【０１４２】
　上記は、本開示の実施形態であり、当業者は、本開示の原理から逸脱することなく、い
くつかの改善および修正を行うことができる。これらの改善および修正は本開示の保護の
範囲内である。
 

【図１】 【図２】

【図３】
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